
授業プランシート（道徳）令和７年２月 22日（土）10時 15分～11時 00分

主題名：人間の強さや気高さ 教材名：「さばくをみどりの農地に―中村哲医師」
第５・６学年 授業者：

１ 本時のねらい

人間には困難を克服する強さや気高さがあるこ

とを理解し、人間として生きる喜びを感じて、より

よく生きようとする心情を育てる。

⇒

中村哲さんの生き方から、人間の強さや気高さ

について考え、人間としてよりよく生きようと

する態度が表れているか。

評価方法：観察、ノート

２ 教材観

本教材の中心人物である中村哲医師は、医師派遣の話を受けてパキスタンで働き始め、パキスタンとア

フガニスタン東部に、病院や診療所を開いた。しかし、干ばつによる水不足で起こる様々な悪影響から、

「病気を治す前に、水と食料が必要だ」と考え、大河からの用水路づくりを始めた。幾多の困難を乗り越

えて７年がかりで完成した用水路のおかげで、作物が採れるようになった農地や安心な飲み水で、子ども

たちの死者は減少したが、中村哲医師は、緑の農地を増やすために休むことなく新しい用水路づくりを進

めた。これらの学習活動を通して、困難を乗り越え誇りを感じることを通して、人間として生きる喜びを

感得できることや、人間の持つ強さや気高さが目標の達成につながることに気づき、持続可能な社会の実

現に向けて、よりよく生きようとする態度を養う。

３ 児童観

今年度、本校は沖縄県教育委員会から「SDGs達成に向けた教育実践」研究校に指定されている。SDGs

に関する知識の定着や SDGsを関連させた授業づくりを図っており、児童にとって、SDGsが身近に感じ

るものとなっている。総合的な学習の時間では、渡嘉敷村や阿波連地区の今後の展望について、多角的に

考え探究する学習活動を行った。しかし、収集した情報をまとめる際、自分の意見や考えに十分に自信が

持てない児童が見られた。そのため、まず自分だけが弱いのではないということや、人間が持つ強さや気

高さについて、自分自身を振り返ることで理解できるようにすることが求められる。

そして、2030 年以降、児童の多くは、持続可能な世界を実現、継続するための社会の担い手となって

いる中で、人間として誇りある生き方、夢や希望など喜びのある生き方を目指すことが、自ずと、SDGsの

目標 17「パートナーシップで目標を達成しよう」につながることに気づかせたい。

３ ESDの視点に立った学習指導で身に付けたい力

① 【多面的、総合的に考える力】中村哲さんの考えや生き方、人との関わり、ひろがりなどを理解し、そ

れらを多面的、総合的に考える。

② 【コミュニケーションを行う力】自分の意見や考えを伝えるとともに、他者の気持ちや考えを尊重し

ながら、さらに考えを深める。

４ 本単元で関係する SDGs

目標６「安全な水とトイレを世界中に」、目標９「産業と技術革新の基盤をつくろう」

目標 17「パートナーシップで目標を達成しよう」

５ 本時の展開

① 動画「中村哲」を視聴する。

② 範読する。

③ 中村哲さんの考えに迫る。

「『病気を治す前に、水と食料が必要だ』という中村さんの考えには、どんな思いが込められていると思いますか。」

④ 用水路が完成した後の中村哲さんの思いを考える。

「用水路が完成し、大喜びする地元の人たちを見て、中村哲さんはどんなことを思ったでしょう。」

⑤ 本時の振り返りをする。

「中村哲さんの生き方から、どんなメッセージを受け取りましたか。」

６ 板書レイアウト 等（板書写真も可）



 


